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観測項目 項目名 項　　目 物理量 1次量・ 相対値・ モニター番　　号 コード名 変換式 2次量 絶対値 出力形式 単　　位
2 地殻傾斜 TILTA×X＋B 1次量相対値 折れ線グラフ μradian
3 歪断面積 STRCA×X＋B ユ次量 相対値 折れ線グラフ mm2
4 地下水位 GWTLA×X＋B 1次量絶対値 折れ線グラフ m
5 ラ　ド　ン RADNA×X＋B 1次量絶対値 折れ線グラフ CPM
6 A　　　E AE A×X＋B 1次量絶対値 折れ線グラフ COUNT
8 気　　　圧 BAROA×X＋B 1次量絶対値 折れ線グラフ hPa
9 温度絶対値 TEMPA×X＋B 1次量絶対値 折れ線グラフ ℃
10 温度相対値 TEMPA×X＋B 1次量相対値 折れ線グラフ m℃
11 水　　　温 WTMPA×X＋B 1次量絶対値 折れ線グラフ ℃
12 流　　　量 FLRTA×X＋B 1次量絶対値 折れ線グラフ 〃min
23 雨量積分値 RAINA×X＋B 1次量相対値 折れ線グラフ nlnユ
24 流量積分値 FLUXA×X＋B 1次量相対値 折れ線グラフ mm
31 地　殻歪 STRN （1） 2次量相対値 折れ線グラフ μStrain
32 雨量微分値 RAIN （2） 2次量絶対値 棒グラフ mm　p「ec．（mm／day）






































































































































































































































































































































項　　目　名 内　　　　　容 データ データの　型 の長さ
観　測　項　目　番　号 観測項目番号 整数型 4byte
領域先頭レコード番号 データファイル内での収容領域の先頭レコ一ド番号 整数型 4byte
領域最終レコード番号 データファイル内での収容領域の最終レコ一ド番号 整数型 4byte
最終データレコード番号 最終データが格納されているレコード番号 整数型 4byte
最終データ・データ位置 最終データのレコード中での位置 整数型 4byte
最古データレコード番号 最初のデータが格納されているレコード番号 整数型 4byte
最古データ・データ位置 最初のデータのレコード中での位置 整数型 4byte
サイクリックフラッグ サイクリックファイルかどうかのフラッグ 整数型 4byte
験測処理済最終データ 験測が終了している最後のデータが格納さ
レコード番号 れているレコード番号 整数型 4byte
験測処理済最終データ・ 験測が終了している最後のデータのレコー
データ位置 ド中での位置 整数型 4byte
最終転送開始データ 一番最近に1号機から転送されて追加され
レコード番号 たデータの先頭部分のレコード番号 整数型 4byte
最終転送開始データ・ 一番最近に1号機から転送されて追加され
データ位置 たデータの先頭部分のデータのレコード中 整数型 4byteでの位置
最古データ時刻 最初のデータの時刻 文字型 14b皿e
最終データ時刻 最終データの時刻 文字型 14byte
最終転送開始データ時刻 一番最近に1号機から転送されて追加されたデータの先頭部分のデータの時刻 文字型 14byte
分のデータのみを収容しサイクリックに使用して，験測の終了したデータは光ディスクヘ収
録している．さらに長周期地震波を収録したトリガー秒値データには各イベントごとに必要
な大きさのデータファイルを生成し，長周期地震波の解析に不要な雨量データ等のチャネル
を除いた全てのデータを光ディスクヘ収容した後，磁気ディスク上のファイノレは消去してい
る．
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　これらの磁気ディスク上の秒値・分値・時問値・日値のデータファイノレはすべて同一形式
の管理ファイルとデータファイルの組から構成されている。管理ファイルはチャネノレ番号順
に各チャネルの情報が90バイトの1レコードずつに収録された全チャネル1200レコードのラ
ンダムファイルである．このファイノレの内容の詳細を表2に示す．表2において，験測処理
済最終データレコード番号・データ位置は現在使用されていない．サイクリックに使用する
データベースの分値ファイルでは，サイクリックフラッグの値が1となり，最終データレコ
ード番号・データ位置と最古データレコード番号・データ位置が一致する．サイクリックに
使用しない他のファイノレはサイクリックフラッグの値が0となり，通常最古データレコード
番号は領域先頭レコード番号と一致し，最古データデータ位置は1となる．プライベートフ
ァイルでは最終転送開始データレコード番号・データ位置は使用しない．このようにして管
理ファイノレは，データベースファイル・プライベートファイルとも分値・時間値等の別なく
同一レコード長・同一レコード数で同一形式のファイルとなる．データファイルはレコード
長1920バイトのランダムファイルで，データは1語4バイトの実数型なので480語（秒値で8
分，分値で8時間，時間値で20日，日値で480日）が1レコードに収容できる．データファイ
ルのレコード数は不定で，管理ファイルの指定するレコードが存在すればよい．
4．2光ディスク
　分値およびトリガー秒値を収録する光ディスクの概要については，井元（1987）に詳しい．
低速採取データでは，光ディスクに収容した分値およびトリガー秒値データの管理のために
分値光ディスク管理テーブノレ，分値チャネル管理テーブルおよびトリガー秒値光ディスク管
理テーブルという3つのファイルをリレーショナル・データベースの形式で用いている．
　分値データでは，その時点で便用している全チャネルの7日分のデータを，1つのファイ
ノレとして光ディスクに収録する．便用しているチャネル数はときどき増減するので，これを
管理するために分値チャネル管理テーブルを用いている．このテーブルの各レコードは管理
番号と1200文字のチャネル情報からなり，チャネル情報の1200文字が低速採取データの全チ
ャネルに対応し，収録されているチャネルは文字「1」，収録されていないチャネルは「0」
が入る．チャネルの増減があると，光ディスク収録時にこのテーブルに新しいレコードが生
成される．分値光ディスク管理テーブルは，収録データの開始時刻・終了時刻，データ数，
管理番号および光ディスクボリューム通番よりなり，毎回の光ディスク収録時に1レコード
ずつ生成される．データ数は各チャネルのデータ数（通常は7日分で10080）で，管理番号は分
値チャネル管理テーブノレの管理番号と同一のものである．光ディスクの分値データファイル
のファイル名は開始時刻が含まれた形式になっており，ファイノレ名を開始時刻から生成でき
る．光ディスクのデータファイルは各セクター512バイトで，各チャネルはセクターの最初か
ら始まり，チャネノレ問のすき間にはOが詰められる．現在データ験測前と後の2種類のデー
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タが，光ディスクデータのバックアップも兼ねて別々の光ディスクに入れられている．現在
使用しているチャネル数では2年間程度のデータが光ディスクの片面に収容できる．また従
来の地殻傾斜データ処理システムにおいて作成した分値の磁気テープも光ディスクに同一形
式で収録することにしており，現在作業を進めている．種類の異なるデータは，光ディスク
のボリューム名で区別をしている．
　トリガー秒値データは，各イベントごとに1つのファイルとして光ディスクに収録する．
トリガー秒値光ディスク管理テーブルは各イベントの各チャネルの光ディスク収録時に1レ
コードずつ生成され，収録チャネル番号，収録データの開始時刻・終了時刻，チャネノレ先頭
セクター番号，データ数および光ディスクボリューム通番よりなる．データ数は分値データ
ファイルと同様各チャネルのデータ数である．光ディスクのトリガー秒値ファイルのファイ
ル名も開始時刻が含まれた形式になっており，ファイル名は開始時刻から生成できる．光デ
ィスクのデータファイノレは各セクター5！2バイトで，各チャネルはセクターの最初から始ま
　　　表3　　汎用モニターユーティリティのメニュー画面における選択パラメータ
　　　Table3　Parameter　options　at　the　menu　page　of　the　uti1ity　monitor　for1ow－sampling
　　　　　　　data．
項　目　名 内　　　　　容 備　　　　考
デ　ー　タ　識　別 データの分値・時問値・日値・秒値の別
管理ファイル名 秒値以外ではデフォル
データファイル名 ト値はデータベースのフアイル名
チ　ャ　ネ　ル　名 チャネル名・チャネル番号又はチャネル 最大！0チャネル
セット番号
表　示　期　　間 表示データの開始時刻と終了時刻 両時刻とも年月日時分
両時刻間をハイフォン
で区分
時間スケール 横軸のフルスケール値 10分から20年までの23
種類から選択
データスケール 縦軸のフルスケール値 観測項目毎に最大20種
類までの中から選択
オフセット補正表示 オフセット補正の時刻を矢印とその上の 以下の項目はすべて
「C」の文字で示すかどうか 「0N」又は「OFF」で
選択
バルブオープン表示 歪計のバルブオープンの時刻を矢印とそ
の上の「V」の文字で示すかどうか
欠測補間表示（赤） 補問済欠測データを区別して赤で表示す
るかどうか
欠測補問無表示 補間済欠測データを表示するかどうか
オフセット無補正 オフセット補正を行う前の状態に戻して
表示させるかどうか
日　本　語　標　題 題字を日本語・英語のどちらで表示させ
るか
日雨量，日流量表示 時間値表示において棒グラフ表示の微分
値だけは日値にまとめるかどうか
スケールオーバー表示 グラフが画面からスケールアウトしたと
きに画面の反対側の端から折り返して表
示させるかどうか
座　標　　回　転 傾斜計・歪計のデータから任意の方向の
時間変化を合成して表示させるかどうか
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り，チャネル問のすき問にはOが詰められる．現在使用しているチャネル数では数年分のイ
ベントが光ディスクの片面に収容できる．
4．3　データのモニター
　低速採取データの研究では一般に，データをGD上にグラフ化してモニターすることが多
い．このためデータのGD表示モニターのユーティリティは機能の多い充実したものになって
いる．モニターユーティリティには，横軸に時問軸，縦軸にデータの値をとって時間変化を
表示させる一般的な汎用モニターユーティリティのほか，傾斜や歪の時問変化を傾斜ベクト
ルや歪テンソルの形で表示させる傾斜ベクトル・歪テンソル表示モニターがある．
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図10　汎用モニターユーティリティによる出力例
Fig．10Example　of　the　generaI　disp1ay　monitor　for1ow
　　　sampling・rate　data．
　汎用モニターユーティリティでは，メニュー画面によって各種パラメータの選択が行える
ようになっている．この選択パラメータの一覧を表3に示す．このモニターでは雨量等の微
分値は棒グラフで表示されるが，時問値のデータを表示しているときにも，棒グラフだけは
繁雑さをさけるために，選択パラメータによって日値にまとめることができる．また地震予
知連絡会等への定期的な報告に用いるルーチン作業のグラフ作成においては，各グラフで選
択するチャネルセットの組み合わせをあらかじめ定数ファイルに登録しておき，チャネノレ選
択の繁雑さを避けることもできる．チャネルセットの番号や時問軸・縦軸のフルスケールの
選択肢がわからなくなったときには，ヘルプ機能を呼び出し選択肢を表示させることもでき
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る．さらに表3の座標回転を選択すると，傾斜や歪の表示において，観測されている傾斜計
の直交2方向や3成分歪計の120ずつ離れた3方向から合成される任意の方向の時問変化を
モニターさせることもできる．メニュー画面で選択されたパラメータに従って，GD上には例
えば図10のような出カが表示される．この出カ画面において，縦軸フルスケールを変更した
り，各チャネルの画面上の位置をカーソルを用いて任意に上下させたり，任意の位置に矢印
表4　　傾斜ベクトル・歪テンソル表示ユーティリティのメニュー画面における選択パラメ
　　　　ータ
Table4　Parameter　options　at　the　menu　page　of　the　ti1t　vector　and　strain　tensor　monitor
　　　　for1ow－samp1ing　data．
工百　目　名 内　　　　容 備　　　　考
データ識別 データの分値・時問値・日値・秒値の別
管理ファイル名 秒値以外ではデフォルト値はデ
一タベースのファイル名
データファイル名
表示図選択 傾斜ベクトルと歪テンソルのどち
らか
チャネル名 チャネル名又はチャネル番号 傾斜計では南北・東西両成分歪計では120。ずっ離れた3方向
表　示　期　問 表示データの開始時刻と終了時刻 両時刻とも年月日時分
両時刻問をハイフォンで区分
フルスケール値 表示画面のフルスケール値 傾斜14種類，歪15種類から選択
タイムマーク問隔 傾斜ベクトル表示に入れるタイム 10種類から選択
マークの問隔
やコメントを入力したり，NLP
（日本語レーザープリンター）やプ
ロッターに画面のハードコピーを
出力させることができる．また表
示期問が長期にわたり何枚もの表
示画面が必要なときには，任意の
画面に移り変わることができる．
　低速採取データでは今後も観測
項目の種類が増大することが予想
されるが，この汎用ユーティリテ
ィでは，縦軸に記入する物理量の
単位記号，傾斜・歪等の相対値か
気圧・ラドン放出量等の絶対値か
の区別，雨量微分値のように棒グ
ラフ表示させるか通常の観測項目
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図11　傾斜ベクトル・歪テンソル表示ユーティリ
　　　ティによる傾斜ベクトルの出力例
Fig．11Examp1e　of　the　ti1t　vector　disp1ay　moni－
　　　tOr．
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と同様の折れ線グラフかの区別，および観測項目ごとの縦軸フ／レスケール値の種類やきざみ
幅を定数ファイノレから読みこんでいるので，観測項目種類の増大にも容易に対処することが
できる．これらの機能によって，研究上必要なデータのモニターを円滑かつ効率的に進める
ことが可能となった．
　傾斜ベクトノレ・歪テンソル表示ユーティリティでも，メニュー画面によって各種パラメー
タの選択が行えるようになっている．選択パラメータの一覧を表4に示す．フルスケール値
やタイムマーク問隔の選択肢がわからなくなったときには，ヘルプ機能を呼び出し選択肢を
表示させることができる．メニュー画面で選択されたパラメータに従って，GD上には例えば
図11のような出力が表示される．この出力画面において，フルスケールやタイムマークの間
隔を変更したり，任意の位置に矢印と4文字までのコメントを入力したり，NLP（日本語レー
ザープリンター）やプロッターに画面のハードコピーを出力させることができる．
4．4　データのアクセス
　地震前兆現象の検出等の観測データの解析研究においては，データアクセスの容易さとデ
ータ処理のためのユーティリティプログラムの豊富さが研究効率を大きく左右する．今回の
システムでは，低速採取データに関するモニター以外のユーティリティの充実にも努めてい
る．まずデータベース中の低速採取データの数値ダンプやユーザプログラムからアクセスす
るためのサブノレーチン等は整備を完了している．またユーザがプライベートなファイルをデ
ータベースの低速採取データファイルと同一形式で作成したり，そのファイルにデータをコ
ピーしたりすることも可能である．すでに述べたように，こうして作成したプライベートフ
ァイルのデータについても，モニターユーティリティを使用することができるので，現在通
常の解析研究における支障はないと考えられる．さらにモニターユーティリティにおける欠
測等の表示に使用する験測情報ファイノレについても，プライベートファイルを作成してモニ
ターユーティリティに利用することができる．これらユーティリティプログラムの一部につ
いては，便用方法の一部に改善の余地があったり，使用説明書の整傭が問に合わない等の問
題点がある．またプライベートファイルのデータを用いた時間値・日値の作成等のユーティ
リティも整備していく予定である．
5．議　　　論
　地震前兆解析システムにおける，低速採取データの処理に関するサブシステムはほぼ完成
し，現在デバッグ作業も一段落したところである．振り返ってみて，当初のねらい通りにで
きた部分と意図に沿わなかった部分がある．例えばデータ験測に関する当初の計画では，最
初の教育期間を過ぎれば，処理の判断はオペレータによるマンマシンの半自動処理に移行し
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て，研究者は通常の験測業務には関知しないことを目ざしていた．しかし現状では，毎週の
験測前にあらかじめ分値のデータをNLPにモニター出力して，研究者が修正項目を決めてオ
ペレータがこれに従って処理を行っている．このため担当の研究者の業務時問のかなりの部
分がルーチン験測に割かれてしまう．これは2つの点で問題である．まず担当者の研究時問
が単純作業で割かれてしまうこと．もう一つは，オペレータと違って研究者の処理規準は時
間とともに変化してしまうことである．オペレータは最初に処理規準を覚えた後，研究者で
はないので処理規準を変える理由がないので，処理規準はかわらないと考えられる．たとえ
オペレータが交替しても，引き継ぎさえされていれば問題はない．一方研究者は，研究の進
展や計器に関する考え方の変化から処理規準を少しずつ変化させていく．また担当者が代わ
ったときも，各研究者にはデータ処理や計測に対するそれぞれの考え方があるので，前任者
のやり方を踏襲しようとは考えない．今回意図したオペレータによるマンマシンの半自動処
理ができなかったのは，オペレータの処理判断に関する能カや教育を行った研究者の教育に
対する熱意が足りなかったというよりは，低速採取観測項目を担当する各研究者問で，処理
規準に関するコンセンサスができなかったのが主な原因である．研究者によって験測に関す
る処理規準が異なるのは当然のことなので，データ処理は担当者の専決により処理していく，
という体制を確立していくことが今後重要であろう．
　計算機システムの開発において，プログラムのアルゴリズムやデータにおける誤りは付き
ものである．重大な問違いの場合は直ちに修正されるが，影響の小さな機能のずれ，プログ
ラムの冗長さや無意味な機能等では，訂正されずに放置されることも多い．計算機システム
の開発においては，このような小さな部分の訂正によって重大な問違いを引き起こす場合も
多く，開発費の効率の点からも不経済であるためである．前章までに述べた本システムにお
いても，例えばデータ験測のオフセット処理におけるオフセット終了時刻は験測情報ファイ
ノレに保存されるはずであったが，現在験測情報ファイノレのオフセット終了時刻には意味のな
い値が入っている．また験測情報ファイルのデータ数の項目は，開始時刻と終了時刻から計
算できるので保存する必要はないが，削除されずに放置されている．データベース中のデー
タにもこのような不必要な部分や誤りが多数放置されている．しかし，計算機システムにお
いて無謬性とシステム開発の経済性の追及とが矛盾する課題であるのと同様，研究において
もデータや処理システムの無謬性のある程度以上の追及は，研究効率の追及と矛盾してくる．
両者のバランスをどうするかは常に問題となる点であろう．
6．おわりに
　地震前兆解析システムにおける低速採取データ処理のサブシステム開発の概要をまとめ
た．本システムは地殻傾斜データ処理システム（大久保ら，1982）を継承し発展させたもので
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ある．
①地震前兆解析システム1号機において，テレメータインタフェイスから伝送される毎秒
　値を用いて，メディアン法を便って毎分値を作成し収録している．この毎分値は2号機お
　よび3号機において物理量に変換され，さらに分値から時問値・日値を作成して自動前兆
　解析やオペレータによる験測に用いている．
②地震データと同様のSTA／LTAの比を用いたトリガーにより長周期地震波の検出時に
　毎秒値を収録している．この毎秒値は事実上時間制隈なく長時問の収録が可能である．
③分値・時問値・日値のオペレータによる験測処理プログラムを開発し，観測データの地
　震等による跳び（オフセット）や無効値の指定と補正を行っている．
④観測データを用いた解析研究のためのデータベースの整備を行った．時間値・日値は磁
　気ディスク上に観測開始以来のデータが全て収録され，分値とトリガー秒値のデータは光
　ディスクに収録されている．データ験測時の験測内容はリレーショナル・データベースの
　形式の験測情報ファイノレに収録されている．
⑤データベース上の低速採取データをモニターする，汎用性の高いユーティリティを開発
　した．また験測データの解析に用いる様々のユーティリティ・プログラムの整備も行い，
　研究の効率化を可能にした．
本システムの概成により，今後の各低速採取観測項目の研究の一層の発展が期待される．
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